
東北自動車道および国道122号線付近の複数自治会における騒音などの実測調査と住民意識アンケート調査 
住民主体の住環境改善活動の促進を目的とした自治会・町会との共同実測と住民意識に関する研究 その５ 

 
 
 
 

１．はじめに 
本研究では、国道 122 号線と東北自動車道沿いに位置す

る加倉近隣 6 自治会を対象とし、アンケート調査、二酸化

窒素濃度実測調査、騒音実測調査について報告する。住民

が、自ら実測調査を行うことで住環境の現状を把握し、一

連の活動を通して、今後の活動の方向性を見出していくこ

とを目的とする。 
２．自治会・町会選定と対象地区の概要 

住環境改善活動の対象を自治会・町会とし、募集をした

結果、埼玉県さいたま市岩槻区にある加倉近隣 6 自治会の

範囲における地区を対象地区に決定した。その理由として、

国道 122 号下り線の建設予定があり、建設前の住環境の把

握が必要であること、住環境改善に向けた具体的方針、計

画の提案が可能であると判断したためである。 
同自治会は、並木町自治会、加倉坂下自治会、加倉 2 区

自治会の戸建住宅で構成される地区とエクレール岩槻自

治会、岩槻スカイハイツ自治会、加倉住宅管理組合自治会

の集合住宅で構成される地区である。同自治会には、1539
世帯が加入し、用途地域は第一種住居地域と準工業地域に

指定されている。 
国道 122 号線や東北自動車道では車両交通量が多いこ

とから、交通渋滞、騒音、空気汚染などの問題が考えられ

る。20 年以上前から同地区に沿うように、国道 122 号下

り線の建設計画がある。国道 122 号下り線が建設されると

住環境が悪化する懸念がある。そのため、同自治会は地区

の住環境保全のために、20 年以上前に 122 号地下化対策

委員会を発足させており、住民の住環境に対する意識は高

いと考えられる。 
３．アンケート調査 

06 年 10 月 1 日(日)～15 日(日)に住民の住環境に対する

意識を把握し、実測調査項目を決定するため、同地区の

1476 世帯を対象にアンケート調査を行った。アンケート

は、日常生活における住まい周辺の生活環境について質問

したものである。同地区で問題視されている国道 122 号線

に直接関係が強いと考えられる、空気汚染、騒音に関する

質問項目は、主観評価や予想される原因を問う形式にした。

また、アンケート調査結果と回答者の居住地との関係性を

把握するために自治会別、班別にナンバリングを行った。 
 全体の回収数は 862、回収率は 58%であった。戸建住宅

の自治会での回収率は 92%であったが、集合住宅の自治会

での回収率は 45%と低い値になった。 
 図１に住環境の各項目に対する満足度の回答結果を示

す。空気に関しては、「とても不満」、「不満」と回答した

人が 48%、「とても満足」、「満足」と回答した人は 13%で

あり、不満側に回答した人が大きく上回っていることがわ

かった。また、騒音に関しても、「とても不満」、「不満」

と回答した人は 67％、「とても満足」、「満足」と回答した

人は 10％であり、不満側に回答した人が大きく上回ってい

ることがわかった。しかし、日照に関しては、「とても満

足」、「満足」と回答した人が「とても不満」、「不満」と回

答した人よりも多いことがわかった。住環境に関して総合

的に「とても不満」、「不満」と回答した人が、「とても満

足」、「満足」と回答した人よりも多いことから同地区にお

ける住民の住環境への意識の高さがわかる。 
図２に「国道 122 号線に騒音、振動、空気汚染などの環

境問題があるか」の回答結果を示す。「とてもある」、「あ

る」と回答した人が 80%を超える結果となった。自治会別

に見ると、国道 122 号線から遠ざかるほど「とてもある」、

「ある」と回答した人の割合が下がっていく傾向があるこ

とがわかった。また国道 122 号線に関する自由記述欄には、

空気汚染と騒音についての記述が多く見られた。 
 アンケート調査結果をふまえ、122 号地下化対策委員会

と学生で実測調査項目の話し合いを行い、二酸化窒素濃度

実測調査、騒音実測調査、車両交通量実測調査を行うこと

に決定した。 
４．二酸化窒素濃度実測調査 

06 年 12 月 6 日(水)10:00～7 日(木)10:00 に二酸化窒素

濃度実測調査を行った。実測調査は、A、B、C、D、F、
G、H 地点で行い、0.01～3.00ppm の二酸化窒素濃度を計

測できるパッシブドジチューブを 24 時間住宅の外壁に設

置し行った。 
図３に実測調査地点を示す。実測地点は、交通量が特に

多い国道 122 号線に面する A 地点、国道 122 号下り線と

県道 2 号線が交わる加倉北交差点に面する B 地点や、集合

住宅の 2 階の H 地点や 12 階の C 地点、戸建住宅地の D、

F、G 地点である。 
同地区では東北自動車道や国道 122 号線を通過する車

両からの排気ガスの影響が強く、集合住宅の高層部の住民

からは、ベランダの天井が排気ガスにより、黒く変色して

しまったという意見もあった。その他にも、同地区の住民

は、空気汚染による様々な症状に悩まされている。 

図２「国道 122 号線に騒音、振動、空気汚染など 
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図４ 二酸化窒素濃度実測調査結果
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以上を踏まえ、東北自動車道や国道 122 号線から発生す

る排気ガスの主要因と考えられる二酸化窒素の濃度を調

査することは、同地区の住環境を把握するためには重要で

あるといえる。 
 図４に二酸化窒素濃度実測調査結果を示す。D 地点を除

く全地点で、環境基準の 0.06ppm を上回った。特に A、B
地点では、渋滞も多く、車両の発進や停止が頻繁に行われ

たため、高い濃度であったと考えられる。F、H 地点の国

道 122 号線や東北自動車道に面していない地点でも、高い

濃度であった。D 地点は、東北自動車道の真横に位置して

いるが、高架である東北自動車道よりも低い場所であるた

め、低い値になったと考えられる。 
図５に岩槻測定局における二酸化窒素濃度変化を示す。

実測地点の付近にある、岩槻測定局の 06 年 10 月中旬から

12 月中旬までの二酸化窒素濃度の日平均値の推移と、実測

調査当日の二酸化窒素濃度を比較すると、実測調査当日の

二酸化窒素濃度は、平均よりも高い濃度であった。このこ

とから、同地区において、通常では二酸化窒素濃度が環境

基準を超えない可能性があることがわかった。しかし、二

酸化窒素濃度が通常より高い日であれば、環境基準を大き

く上回ることから、空気汚染に関する問題があると考えら

れる。 
５．騒音実測調査 

06年12月6日 (水) 
10:00～7 日(木)10:00 
に騒音実測調査を行

った。実測調査は A、

B、C、D 地点で行い、

1 分間の等価騒音レ

ベル(LAeq)、最大騒音

レベル(LAmax)、時間率

騒音レベル(L05、L10、

L50、L90、L95)を 24 時

間連続で計測した。 
住民との話し合い

において、国道 122
号線が建設されるこ

とにより、騒音の影響

が強くなるのではな

いかという意見が多

く出された。このこと

から、アンケート調査

において、騒音に関す

る主観評価、原因、時

間帯などの質問項目

を設け、住民が現在の

道路環境においてど

のように感じてい

るのかを調査した。

その結果、騒音の原

因に関しては、東北

自動車道が 45%、国

道 122 号線が 24%
であり、この 2 つの

道路からの騒音が

地区内の主な騒音

の原因となってい

ることがわかった。

時間帯に関しては、

国道 122 号線沿いでは、夜間がうるさいと感じていること

がわかった。以上を踏まえ、既存の国道 122 号線と東北自

動車道において、自動車走行からの騒音を把握することを

目的とした。同地区において、騒音の影響は明白であり、

数値で表し、環境基準と比較することで現状の住環境を理

解することができる。 
図６に騒音実測調査結果を示す。幹線交通を担う道路に

近接する空間の環境基準(特例)が適用されるのは、東北自

動車道または国道 122 号線の道路端から 20m 以内の範囲

であり、A、B、D 地点が該当する。環境基準は昼間 70dB
以下、夜間 65dB 以下である。A 地点では昼間、夜間共に

環境基準を上回る値であり、夜間は昼間と比べると高い結

果になった。これは国道 122 号線に面しており、車両の通

行が24時間途切れることがないためであると考えられる。

B地点でも、昼間、夜間共に環境基準を上回る値であった。

全地点の中で最も高い値であり、夜間は環境基準よりも

6.7dB 高い値であった。加倉北交差点は変則信号であり、

信号待ちの車両が多いことや発進音が多く計測されるため

であると考えられる。D 地点では、昼間、夜間共に環境基

準を下回る結果になった。特に、昼間は環境基準よりも

7.2dB 低く、他の地点と比較すると低い値になった。東北

自動車道が高架であることや防音壁が設置されているこ

とから、これらの効果が高いと考えられる。C 地点は、第

1 種住居地域であり、環境基準は昼間 65dB 以下、夜間

60dB 以下である。昼間、夜間共に環境基準を 4dB 以上も

上回り、特に夜間は高い値になった。東北自動車道を見下

ろせることから東北自動車道の騒音が主であると考えら

れる。低層部は、東北自動車道の防音壁が効果を発し騒音

はあまり感じられないが、防音壁の効果をさほど得ること

ができない高層部は、高い値が計測されたと考えられる。 
アンケート調査や実測調査の結果より、国道 122 号線お

よび東北自動車道の周辺においては昼夜を通して、深刻な

騒音の問題が起きていることがわかった。 
６．まとめ 
 今回、実測調査を行ったことにより、東北自動車道や国

道 122 号線に騒音や大気汚染などの住環境問題があるこ

とを把握した。住民からは、「国道 122 号線の建設による

住環境への影響を把握したい」という声が多く寄せられて

おり、住民は、国道 122 号下り線が建設された後の住環境

の悪化を不安視している。そこで、同地区の将来予測を行

うことにより、住民の今後の活動の方向性を明確化するこ

とができ、地区の住環境改善に繋がっていくと考えられる。 
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図３ 実測調査地点 
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図６ 騒音実測調査結果
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